
実際の処置を想定した

北海道立江差高等看護学院　普通救命講習

平成２３年２月１５日、総勢２０名の看護学生の皆さんが普通救命講習を受講されました。

おりました。

熱心な姿勢と眼差しに

学院スタッフも関心して

実技に汗を流す生徒

それぞれの夢と思いが

未来の医療の宝です。

入念にメモをとる生徒

消防署員にも元気を与え

心から笑顔で挨拶をし

素早く行動をする姿は

見習うべき一面でした。

　　人工呼吸もバッチリ！さすが将来有望な未来の看護師さん。

１・２・３・４・５・・・・・・・・

・・・・・・・・２８・２９・３０！

大きな声でしっかりと

心臓マッサージ！



もう心配はいりません！自信もつきました。

ＡＥＤの使用方法開始！本日の重要ポイントのひとつです。

みんなの前で１人で心肺蘇生法を行いました。

新しい看護・救急医療発展のため、消防署員と足並みを揃えながらの講習会を、
当日参加されました看護学院の生徒の皆さん！

心より感謝申し上げます。

江差消防署・救急係

ご協力を賜りました「北海道立江差高等看護学院」の皆様へ

これからも率先して受講しましょう！
有意義な一日の講習を確実に活かし、多くの命を救う現場での活躍のため・・・

皆さんを待っている患者さんのために！これからも頑張りましょう。


